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1. 研究計画の概要 
（１）目的 
 フィリピンをフィールドにして血液媒介
感染で始まると予想される HIVの流行の早期
発見と阻止のための方法論を検証している。 
（２）作業仮説 
 「感染経路媒介物が血液にほぼ限られる C
型肝炎ウイルス（HCV）の追跡により、HIV流
行の初期像を捉えることが可能である。」と
考えた。そして、新たな HCV の侵入は HIVの
侵入経路を示唆すると仮定した。 
（３）組織の構築 
 初年度、（2008 年；平成 20 年）、フィリピ
ン疫学センター、国立サンラサロ病院検査研
究部（エイズの確定診断担当部局）を頂点に
全国組織のサーベイランスが組織され、ウイ
ルス学的な解析を我々が支援する形ができ
た。 
 現地では血清学的検査を行い、鳥取大学で
ウイルス核酸解析を行う。また、国立サンラ
サロ病院検査研究部（エイズの確定診断担当
部局の部長を日本に招聘し、医学博士論文作
製を目標に技術供与を行うことも決定した
（2010年、平成 22 年より開始の Ronpaku プ
ログラム DOST-11027）。 
 全国サーベイランスのひとつの部門とし
て、血液媒介感染のハイリスク集団である注
射薬物使用者調査が可能になった。従来から
観察を続けていたセブ都市圏に加え、サンボ
アンガ市、ジェネラルサントス市が加わり、
全部で３つの地域になった。それぞれ 300人、
合計で 900人規模である。 
 2007年から始まったこの形式は、２年毎に
行われることになった。 
 この全国調査では、マニラ首都圏在住の注

射薬物使用者からサンプル採取ができない
ため、マニラ首都圏の流行ウイルスデータは、
国立サンラサロ病院検査研究部（エイズの確
定診断担当部局）に定期的に送付されるレフ
ァレンスサンプルから得た。 
 全て、匿名化され、特に日本の作業は鳥取
大学の倫理委員会の承認を得た。 
 平成 23 年２月には、国立国際医療研究セ
ンターでのアジア規模の会議に参加し、アジ
ア規模の共同作業が期待されている。さらに、
WHO アジア太平洋地域事務局との共同研究協
議がマニラで予定されている。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）血清学的サーベイランスの結果 
 血清検査は予定通り施行され、データベー
スは拡大した。その結果、2007年に記録した
7 人の感染者数が、2009 年には 70 人に増加
した。この増加の主因は男性同性愛者間の増
加であるが、一方で注射薬物使用者にも広が
りが見られた。 
 注射薬物使用者間の広がりはセブ都市圏
で顕著であり、増加の傾向は、2010年のサー
ベイランスで確定した。セブ都市圏の注射薬
物使用者（市街地在住）は、ほぼ全てが HCV
抗体を保有していた。さらに、HIV 感染者も
また、全て抗 HCV抗体を保有していた。しか
し、流行は開始直後であり、大部分の抗 HCV
抗体陽性者は、HIV キャリアではない。これ
らの事実は、第一に HCVに感染し、次いで HIV
に感染する構図を示唆する。 
（２）ウイルス学的サーベイランスの結果 
 2007 年から 2009 年にかけて始まった HIV
流行の様相は、ウイルス学的解析からも確認
された。系統樹は、セブ都市圏から得た多く
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の株からなるクラスターを示し、流行が急速
に起きていることを示している。 
 第一に HCVに感染し、次いで HIV に感染す
る構図は、ウイルス解析でもみられた。一群
の類似 HIV株をもつキャリア由来の HCV は必
ずしも似ていない。中には genotype が異な
るものさえある。 
 さらに、同一クラスターに属し類似の HCV
株をもつキャリア集団の一部に HIV感染がみ
られつつある。残りの HCVキャリアはかなり
の HIV感染ハイリスク集団と言ってよい。 
 
３．現在までの達成度 
達成度は、２で示した進捗状況内容から以下
のようにまとめられる。 
（１） 全国サーベイランス組織への参加
が確立した。 
（２） アジア規模の共同作業への発展が
期待される段階に来た。 
（３） 第一に HCVに感染し、次いで HIVに
感染する構図の信憑性が高まった。 
（４） HCV のデータベースの拡充により、
HIV 感染が差し迫った集団を特定できる可能
性を得た。 
（５） 以上を国内学会・国際誌に発表した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）2007年、2009年に続く 2011年のサー
ベイランスに参加し、HCVと HIVの血清学的・
ウイルス学的解析を行う。 
（２）類似 HCVからなるクラスター解析から
ハイリスクの集団構成員を特定し、感染の波
及を阻止できたと思われる事例を再検討す
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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